
　　　　　　　　　　　特　記　仕　様　書
Ⅰ　工事概要

　　　　　製品の交換等を実施するものとし、この作業に必要な物件及びその関連部品、

　　　　　消耗品並びに技術者の派遣及び作業等の費用は、すべて受注者の負担とする。

　　　　・施工するにあたり停電をする場合は、監督員との日程調整を図ること。

　　　（４）その他

　　　（３）照明機器の保証

　　　　・製品の保証は設置後1年以上とする。

　　　　・上記期間内での器具不良等により商品が正常に動作しなくなった場合は、

　　　　・照明器具交換に伴う電線及び付属品などは本工事に含めるものとする。

　　　　・設計図及び仕様書が現場と相違する場合は、監督員と協議すること。

　１　工事名称　　　吉川消防南分署及び松伏消防署LED照明改良工事（庁舎等維持管理事業）

　２　工事場所　　　吉川松伏消防組合　吉川消防署南分署　埼玉県吉川市美南2丁目4番地

Ⅱ　一般事項

　１　共通仕様書　　本工事の仕様で図面および特記仕様書に記載していない事項は、埼玉県

　　　　　　　　　　電気設備工事特別共通仕様書及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　　　　　　　　電気設備改修工事共通仕様書による。

　２　優先順位　　　本設計書の優先順位は次のとおりとする。

　　　　　　　　　　（１）質疑回答書　　（２）特記仕様書　　（３）本設計書　　（４）共通仕様書　　（５）参考資料

　３　疑　　　義　　本設計書の不明な点、相違等がある場合は全て監督員と協議して、その指示により施工する。

　４　軽微な変更　　現場の収まり、取り合い等の関係で材料の寸法、取付位置、取付方法を変更する場合、あるいはこれらによって

　５　材料検査　　　各種材料は種別ごとに監督員が検査を行う。ただし、あらかじめ監督員の承諾を得た場合はこの限りではない。

  ６　補　　償　　　工事期間中に隣地、道路、建築物、工作物、第三者等に損傷を与えた場合は受注者の責任、負担で

　　　　　　　　　　速やかに補償する。

　７　施 工 図　　　当該工事の施工に先立ち施工図等を作成し、監督員の承諾を受ける。

　　　　　　　　　　ただし、あらかじめ監督員の承諾を得た場合はこの限りではない。

　８　工事写真　　　埼玉県建築工事実務要覧「埼玉県工事写真作成要領」による。

　９　諸 手 続　　　本工事に必要な関係官公庁の打合せ、その他所手続きは受注者の負担にて遅滞なく行う。

１０　発生材処理　　受注者負担により適正に処分し、工事検査時にマニュフェストの原本を提示する。

１１　そ　の　他　

　　（１）使用する建材等は、アスベストを含まないものとし、代替品等を使用する場合は監督員と協議するものとする。

　　　　　　　　　　取付数量等を増減する等の軽微な変更は、監督員と協議を行うこと。

Ⅲ　工事内容

　１　仮設工事

　　　　工事用水・電力　－　使用可    （監督員の承諾が必要）

　　（２）建設機械は、原則として低騒音型、排出ガス対応型のものを使用するものとする。

　　（３）工事実績情報(CORINS)への登録　必要

　　（４）再生資源利用(促進)計画書及び工事実績証明書（COBRIS）への登録　必要

　　（５）上記以外に必要な事項は、監督員と協議の上施工する。

　　　　内部足場　1式  

　　　　吉川消防南分署及び松伏消防署内の照明器具をLED化する。

　４　工事種目　　　電気設備工事

　３　工事期間　　　契約締結日　から　令和9年3月30日まで

　　　　　　　　　　吉川松伏消防組合　松伏消防署　埼玉県松伏町大字松伏813番地

　　　　　ただし、一部特殊な形状の既存器具が設置されている箇所については監督員と調整し管球交換を認める。

　　　　・次の事項を満たすこと。

　２　電気設備工事

　　　　・ＬＥＤ照明機器の光源により不快感（グレア、フリッカー等）を与えないものであること。

　　　　　サージ電圧に対する保護回路を有しているか、または対策が施されていること。

　　　（２）要求性能

項目 内容

　　　　　　ちらつき対策　　　　　電気用品安全法施行令別表８　86　6の2：エル・イー・ディー・ランプ　イ構造（２）

　　　　　　ノイズ対策　　　　　　電気用品安全法基準をクリアすること。

　　　　　　定格寿命　　　　　　　全光束が設計値の70％となるまでの総点灯時間が40,000時間以上であること。

　　　　　　安全対策　　　　　　　ＬＥＤ照明を既存の照明器具に誤装着した場合、

　　　　　　品質管理体制　　　　　ＩＳＯ9001の認証取得工場で製造していること。

　　　　　　環境配慮　　　　　　　ＩＳＯ14001の認証取得工場で製造していること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、上記判定基準を満たすＬＥＤ照明器具がない場合は、別途監督員と協議を行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　の技術基準を遵守したもの。（光出力はちらつきを感じないものであること）

　　　　　　　　　　　　　　　　　人体に危害を加えるおそれのある電流が流れない構造であること。

　　　　・採用する照明器具は日本国内に本社を有し、公共施設において設置実績のあるメーカー品とする。

　　　　・更新するＬＥＤ照明機器については未使用のものとし、本設計図書に記載されたものを除き、器具更新を原則とする。

　　　（１）導入する照明設備について

　　　　詳細は、図面に記すものとする。規格は同等品以上とする。

　　　　　　照度及び照明環境　　　学校保健安全法第６条　学校環境衛生基準に定める照度基準をクリアすること。 （参考）

　　　　・機器の選定にあたり、資材製造所等選定報告書にメーカーの納入仕様書を添付し、監督員の承諾を受けた後に施工すること。

　　　　・施工するにあたり施設運営等への影響を最小限とするため、本工事契約後速やかに監督員を通して日程調整を図ること。

・施工に先立ち必ず現場を確認した上で、照明器具の種類を確定させること。

　　　　・既存器具が調光器を使用している場合は、調光対応の器具を選定すること。

　　　　仮設計画図を作成する際は、事前に消防組合と協議をし、承諾を得ること。  

　　　　・非常用照明器具は、関係法令（建築基準法、消防法）に定める器具とすること。
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工程表 2部

現場代理人等通知書 2部

1部請負代金額内訳書

建退共証紙購入報告書

建退共証紙添付実績報告書

1部

1部

1部工事実績情報の登録

資材・製造所等選定報告書 随時

施工計画書

施工体制台帳・施工体系図
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提出部数 提出時期 備　　考書　類　名　称

受注者提出工事書類一覧

※その他監督員が指示するもの

請書、その他関係書類一式

集計表を提出、原本は提示可

経歴書、資格証、雇用関係書類を添付

照度・絶縁測定結果報告書（施工前後）

・施工前後で当該照明回路の絶縁測定を実施し、施工による絶縁不良が無いことを確認すること。

・施工前後で各室等の照度測定を実施し、監督員に報告すること。なお、照度は施工前以上となるよう器具を選定する。


